
　

２
０
２
６
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
明

星Institution

中
等
教
育
部
（
以
下
、
明

星Institution

）。
６
月
の
学
校
説
明
会
に

は
、
１
０
０
組
も
の
参
加
が
あ
っ
た
そ
う

で
、
そ
の
誕
生
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

井
上
一
紀
校
長
先
生
は
「
授
業
を
担
当

す
る
教
員
が
ほ
ぼ
そ
ろ
い
、
み
な
さ
ん
の

期
待
に
応
え
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
、
私
が
長
年
教
鞭
を
執
っ
て
い
た

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
中
学
校
高
等
学
校
や

渋
谷
幕
張
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
校
で
と
も
に
働

い
た
仲
間
や
、
渋
谷
教
育
学
園
の
卒
業
生

で
す
。
そ
の
だ
れ
も
が
、
多
摩
か
ら
世
界

の
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
す
る
、
と
い
う
熱
い

思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

こ
の
目
標
に
向
け
、
明
星Institution

の
教
育
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の

が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
で
す
。
と
は
い
え
、

世
界
を
特
別
な
も
の
と
認
識
す
る
の
で
は

な
く
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
教
育

を
展
開
す
る
の
で
す
。
そ
れ
は
長
年
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
環
境
に
身
を
お
い
て
き
た
井

上
校
長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
先
生
方
だ

か
ら
こ
そ
可
能
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

　
「
海
外
で
生
活
す
る
と
、
日
本
の
『
当

た
り
前
』
が
世
界
の
『
当
た
り
前
』
で
は

世
界
を
身
近
に
感
じ

一
歩
を
踏
み
出
す
マ
イ
ン
ド
を

生
徒
の
主
体
性
も
重
視

３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
た
教
育

【タイアップ記事】

え
子
た
ち
を
海
外
大
学
に
送
り
出
し
て
き

た
井
上
校
長
先
生
な
ら
で
は
の
力
強
い
言

葉
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

明
星Institution

で
の
６
年
間
の
学
び

は
、
２
年
ご
と
に
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
３
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
展
開
さ
れ
ま
す
。
特

徴
は
、Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
「
余
白
の
時
間
」

が
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　
「
国
際
理
解
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
早

い
段
階
か
ら
の
方
が
い
い
の
で
は
な
い

か
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は
『
自
分
自
身
の
基
盤
を
つ

く
る
』
時
期
で
す
。
で
す
か
ら
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
詰
め
込
む
の
で
は
な
く
、
生
徒
が

自
分
と
向
き
あ
い
、
感
性
を
磨
い
て
い
く

こ
と
を
大
切
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
、
余
白
の
時
間
を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
『
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
』
し
、Ｃ
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
『
未
来
の
自
分
を
考
え
る
』
段
階

へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。
学
校
と
し
て
、

様
々
な
体
験
の
機
会
を
用
意
し
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、『
自
分
で
自
分
の
道

を
見
つ
け
る
』
と
い
う
気
概
も
持
っ
て
い

て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
教
育
へ
の
思
い
を

話
す
井
上
校
長
先
生
。

　

多
摩
か
ら
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
す

る
、
と
い
う
情
熱
の
も
と
に
ス
タ
ー
ト
す

る
明
星Institution

。
初
年
度
の
入
試
で

は
、
募
集
定
員
70
名
の
う
ち
、
帰
国
生
５

名
、
国
際
生
（
国
内
イ
ン
タ
ー
生
）
５
名

の
枠
が
設
け
ら
れ
、
応
募
資
格
は
英
検
®

２
級
程
度
の
英
語
力
と
さ
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
仲
間
が
い
る
学
校
生
活
は
、
日
常
的

に
世
界
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
に
な
る
は
ず

で
す
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
、
学
校
説
明
会
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

な
い
と
気
づ
く
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
国
で
過
ご
す
の
は
心
地
い

い
も
の
で
す
か
ら
、
日
本
を
飛
び
出
す
に

は
勇
気
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
よ
う
と
考
え

る
と
、
語
学
力
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の

ス
キ
ル
を
求
め
ら
れ
、
そ
こ
に
は
困
難
も

伴
う
で
し
ょ
う
。
し
か
し
一
歩
を
踏
み
出

せ
ば
、
み
な
さ
ん
の
人
生
の
可
能
性
は
大

き
く
広
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
私
た
ち

教
員
が
体
験
し
て
き
た
『
グ
ロ
ー
バ
ル
』

を
伝
え
る
こ
と
で
、
か
ま
え
る
こ
と
な
く

世
界
へ
と
歩
み
出
せ
る
気
持
ち
を
育
て
て

い
き
ま
す
」（
井
上
校
長
先
生
）

　

明
星Institution

で
は
、
日
本
を
知
り
、

海
外
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、
国
内
修
学

旅
行
や
６
年
間
で
２
回
の
海
外
研
修
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
大
学
進
学
を
支
援
す
る
体

制
も
万
全
に
整
え
ら
れ
る
予
定
で
す
。
ネ

イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
教
員
が
務
め
る

海
外
大
学
進
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置

し
、日
本
人
教
員
も
サ
ポ
ー
ト
に
入
り
ま
す
。

　
「
海
外
大
学
に
進
学
す
る
た
め
に
は
、

英
語
力
を
高
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
希
望

の
大
学
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
自
分
の
『
財

産
』
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
校
内
、校
外
に
か
か
わ
ら
ず
、色
々

な
こ
と
に
積
極
的
な
姿
勢
で
臨
む
こ
と
が

必
要
で
す
」
と
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
教

明星
Institution
中等教育部（共学校）

「グローバル」を教育のキーワードとして誕生する明
星 Institution 中等教育部。そこにはどんな思いが
込められ、どのような教育が展開されるのか、井上
一紀校長先生にうかがいました。

2026年４月スタート

井上 一紀校長先生
いの うえ かず のり
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多摩から
世界のリーダーを輩出します

※2002年より、早稲田大学との共同運営となり、早稲田大学系属早稲田渋谷シンガポール校と校名を変更。本記事に記載されているサービス名、商品名は各社の商標または登録商標です

学校説明会　要予約

明星祭（文化祭）

９月６日（土）　10月４日（土）
11月15日（土）　12月13日（土）

９月13日（土） ９月14日（土）　

すべて11：00～

入試日程
帰国生入試
11月24日（月振）
英語、面接（英語・日本語）
国際生（国内インター生）入試
２月１日（日）午前／午後
英語、面接（英語・日本語）
一般入試
２月１日（日）午後
国語、算数
２月３日（火）午前　
国語、算数、社会、理科
２月３日（火）午後
国語、算数
２月５日（木）午前
国語、算数、社会、理科

※詳細は学校ＨＰでご確認ください。

※

いっしょに過ごすのはどんな先生？
　私は井上校長先生の教え子であり、
渋谷幕張シンガポール校で教壇に立っ
ていました。
　シンガポールでの経験から、普段意
識していなかった日本人としての自分
に気づくことや、日本とは異なる文化
を通じてもたらされる新たな視点は、
いまのグローバル社会において、とて
も大切なのではないかと感じていま
す。
　私が担当する教科は国語です。国
語では多種多様な文章を扱いますか
ら、その学びを通じても、多角的な視
点を獲得してもらえればと考えていま

す。ただ、私１人では伝えきれないこ
とも多いですから、ほかの教科とも連
携し、枠にとらわれない授業をしてい
こうと検討しています。
　また、生徒が「自分はなにがしたい
のか。そのために必要なものは……」
と自身で考えられる人になれるよう、
サポートしたいと思います。
　私も生徒といっしょに成長していく
つもりです。井上校長先生をはじめと
した先生方、そして 2026 年春に入
学してくるみなさんとともに、新たな
学びの場、明星 Institution を作り上
げていくことを楽しみにしています。
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